
筑波大学人文・文化学群日本語・日本文化学類 

開設授業科目「成績評価基準」 

 

 

科目番号：AE14G33/43 

科 目 名：日本語談話研究フィールド実習 I/II 

担当教員：澤田浩子 

成績評価方法：①事前学習の実施状況 20%、②現地調査での活動状況 40%、③データ整理と分析の状況 40% 

成績評価基準： 

【評価方法】 

 A+（90 点以上） A（80～89 点） B（80～89 点） C（60～69 点） D（60 点未満） 

①事前学習の

実施状況 

(20%) 

調査対象地における言

語・地理・生業・人口動

態等、フィールド調査

に必要な情報が包括的

に把握できている。 

調査対象地における言

語・地理・生業・人口動

態等、フィールド調査

に必要な情報が把握で

きている。 

調査対象地における言

語・地理・生業・人口動

態等、フィールド調査

に必要な情報のうち一

部が把握できている。 

調査対象地におけ

る何らかの情報が

把握できている。 

調査対象地におけ

る情報が把握でき

ていない。 

②現地調査で

の活動状況 

(40%) 

地域社会におけるコミ

ュニケーション場を理

解した上で、現場性・真

正性の高い聞き取りの

場を自ら展開すること

ができている。 

地域社会におけるコミ

ュニケーション場を理

解した上で、聞き取り

の場を自ら展開するこ

とができている。 

地域社会の人々とコミ

ュニケーションをとり

ながら、聞き取りの場

を自ら作ることができ

ている。 

聞き取りの場に主

体的に参与できて

いる。 

聞き取りの場に主

体的に参与できて

いない。 

③データ整理

と分析の状況 

(40%) 

調査地で収集したデー

タの整理をした上で、

自身の研究課題に基づ

く分析や新たな発見が

できている。 

調査地で収集したデー

タの整理をした上で、

自身の研究課題に基づ

く分析ができている。 

調査地で収集したデー

タの整理をした上で、

自身の研究課題に基づ

く分析的視点を持つこ

とができている。 

調査地で収集した

データの概要が把

握できている。 

調査地で収集した

データの把握がで

きていない。 

 


